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町
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の
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へ
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ふたば 
災害版 第１号 

発行：双葉町議会 

〒347-0105 埼玉県加須市騎西 598-1 

       （旧騎西高校内） 

☎ 0470-73-6880（代表） 

【平成２３年５月１１日  

国及び東京電力への要望活動実施】 
菅首相をはじめ、総務・農林水産・経済産業・国土交通大

臣と面会し、要望書を提出しました。内容は次のとおりです。 

 

1.福島第一原子力発電所事故を一刻も早く収束させること。 

2.原子力災害に対する補償については、東京電力はもとより、

国の責任において全額補償すること。 

3.警戒区域内の事業経営者支援及び就労者の雇用対策、あわ

せて農林水産業の支援について早急に対応すること。 

4.放射線被害（風評被害含む）に対しては、直接、間接を問

わず、すべてのものに対して国家補償をすること。 

5.被災者の民間アパート借上げについては、県内外問わず、

すべて国の支援の対象とすること。 

6.農林水産業の出荷制限及び停止、さらに個人事業者・中小

企業者の営業補償仮払いについても、早急に実施すること。 

7.避難先での高齢者等に対する医療福祉介護サービス等の確

保に努めること。 

8.医療機関での窓口負担の支払いの免除を５月以降も継続す

ること。 

9.警戒区域内への一時帰宅については、一世帯複数帰宅及び

生活に必要な物資（自家用自動車等）を持ち出せるような措

置を図ること。 

10.避難生活の長期化が予想されるので、今後の生活の補償を

確実に行うこと。 

11.避難者における高速道路の無料化の措置を図ること。 

12.子供の将来に向けての補償を国の責任において行うこと。 

平
成
23
年
３
月
28
日 

「
平
成
23
年
第
２
回
臨
時
会
」 

さ
い
た
ま 

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
て 

 

３
月
定
例
会
の
会
期
中
に
起
こ
っ
た

大
震
災
で
、
審
議
未
了
に
よ
り
廃
案
と

な
っ
た
議
案
が
再
度
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
災
害
に
伴
う
補
正
予
算
な

ど
も
併
せ
て
審
議
し
、
全
て
可
決
し
ま

し
た
。 

《
人
事
案
件
》
副
町
長
の
選
任
同
意 

 
 
 

井
上
一
芳 

氏
（
郡
山
） 

∇

３
月
23
日 

・
議
会
全
員
協
議
会 

 
（
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
） 

 

∇

３
月
28
日 

・
平
成
23
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
臨
時
会 

 

（
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
） 

 

∇

４
月
19
日 

 

・
議
会
全
員
協
議
会 

 
 

（
加
須
市
騎
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

４
月
26
日 

 

・
双
葉
地
方
議
長
会
議 

 
 

（
郡
山
市
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

４
月
27
日
・
28
日 

 

・
要
望
活
動
、
福
島
県
内
避
難
所
訪
問 

 ∇

５
月
11
日 

 

・
国
、
東
京
電
力
㈱
へ
要
望
活
動 

 ∇

５
月
27
日 

・
双
葉
地
方
水
道
企
業
団
議
会
臨
時
会 

（
郡
山
市
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

∇

５
月
30
日 

 

・
議
会
全
員
協
議
会 

 
 

（
加
須
市
騎
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

５
月
31
日 

 

・
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

 
 

（
郡
山
市
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

 

《
議 

会 

の 

う 

ご 

き
》 

東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
４
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
県
内
外
に
避
難

さ
れ
、
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

町
議
会
で
は
、
５
月
11
日
に
菅
首
相
を
は
じ
め

各
関
係
大
臣
、
東
京
電
力
に
事
故
の
収
束
や
補
償

な
ど
の
震
災
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
て
お

り
ま
す
。 

町
機
能
も
正
常
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、 

県
内
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
様
全
員 

に
対
し
て
、
確
か
な
情
報
の
提
供
が
一
番
大
事
で 

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
今
で

き
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
全

力
で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
参
り
ま
す
。 

い
ま
は
、
ス
テ
ッ
プ
２
の
目
標
を
着
実
に
可
能

な
か
ぎ
り
短
期
間
で
達
成
し
、
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
様
が
、
速
や
か
に
双
葉
町

に
帰
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。 

皆
様
の
一
日
も
早
い
生
活
の
再
建
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
町
当
局
と
も
力
を
あ
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

首相官邸にて 

∇

６
月
６
日 

 

・
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会 

（
福
島
市
杉
妻
会
館
） 

 ∇

６
月
23
日 

 

・
議
会
運
営
委
員
会 

（
加
須
市
旧
騎
西
高
校
） 

 ∇

６
月
28
日
～
30
日 

 

・
平
成
23
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会 

 
 
 

（
加
須
市
役
所
騎
西
総
合
支
所
会
議
室
） 

 ∇

７
月
12
日 

 

・
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議
会
議
長
会

役
員
会
・
総
会
（
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
） 

 ∇
７
月
14
日 

 
・
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
被
災
市
町
村
議
会 

 
 

連
絡
協
議
会 

（
田
村
市
役
所 

常
葉
行
政
局
） 

 ∇

７
月
21
日 

 

・
福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会
総
会 

（
郡
山
市
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

７
月
26
日 

 

・
双
葉
地
方
議
長
・
事
務
局
長
会
議 

（
福
島
市
ふ
く
し
ま
中
町
会
館
） 

 ∇

７
月
29
日 

 

・
双
葉
地
方
電
源
地
域
政
策
協
議
会 

（
福
島
市
ふ
く
し
ま
中
町
会
館
） 

 

【８月の予定】 

○４日 

・全国原子力発電所所在市町村協議会総会 

    （全国都市会館） 

 

○９日 

・東電福島第一原発事故被災市町村議会総決起

大会（田村市文化センター） 

 

○２５日 

・町村議会正副議長・事務局長研修会 

    （福島グリーンパレス） 

                      

 

・双葉地方水道企業団議会定例会 

・双葉地方広域市町村圏組合議会定例会 

・全国原子力発電所立地議会議長会意見交換会 

 

 

○４月１９日（火）… 加須市騎西コミュニティセンター 

双葉町の今後のあり方など、次の項目について説明を

受けました。 

  ・役場機能を福島県内に移すことについて 

  ・仮設住宅・民間住宅の確保について 

  ・義援金・東京電力仮払補償金について 

  ・予算について 

 

○５月３０日（月）… 加須市騎西コミュニティセンター 

 東京電力㈱より、福島第一原子力発電所７・８号機の

増設中止について説明を受けました。 

 

≪全員協議会≫ 

 



                                                          
 

    

                                                              

                                                              

                                                              

                                                              

                                                      

このようなことが決まりました  
平成２３年第２回 

 

定 例 会 
 

６月２８日～３０日 

 
平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
28
日
か
ら
30
日
ま

で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
21
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【３日間の傍聴者数】 

・２８日・・・１７人 

・２９日・・・５９人 

・３０日・・・１９人 

            

   合 計 ９５人 

     ↓ 

・双葉町民 ４７人 

・町  外  ９人 

・報道関係 ３９人 

 

《議員提出議案》 

《町長提出議案》 

【議会議員の報酬の特例に関する条例】 

賛成多数(賛成７反対３)で可決 
 

議員報酬月額３０％減額（期間：平成２３年７月から９月） 
《提出者》 木幡敏郎  《賛成者》 岩本久人 

定例会最終日の６月３０日『議会議員の報酬の特例に関する条例』の制定 

について、議員発議の議案として提出されました。 

 活発な質疑や討論が行われ、採決の結果、賛成７反対３の賛成多数で可決

しました。この条例の施行により、２，３６５，２００円の削減になります。 

 

【提案の理由】 

 ３月１１日に発生した東日本大震災は未曽有の大災害をもたらしました。福

島第一原子力発電所の事故もいまだに収束する状況ではありません。町民

は、家族や地域がバラバラになり、厳しい避難生活を余儀なくされており、

尚一層の支援が望まれます。議員報酬の３０％を削減し、子供たちの教育環

境の向上に寄与したい。 

 

 

 

 

【平成２３年度一般会計補正予算】賛成多数⇒可決 

  ・支所等の設置及び避難所の管理運営のため５０００万円追加 

【町立幼稚園の授業料等に関する条例の一部改正】賛成多数⇒承認 

【町立幼稚園預かり保育料に関する条例の一部改正】賛成全員⇒承認 

・東北地方太平洋沖地震及び福島第一原子力発電所事故の発生により徴収未済の授業料等、

預かり保育料を免除するため。 

【双葉町埼玉支所設置条例】賛成少数⇒不承認 

  ・埼玉県加須市の旧埼玉県立騎西高等学校に町の支所を設置するため。 

【双葉町猪苗代出張所設置条例】賛成少数⇒不承認 

  ・福島県猪苗代町のホテルリステル猪苗代に町の出張所を設置するため。 

【双葉町手数料徴収条例の一部改正】賛成多数⇒承認 

  ・被災者方々の手数料免除のため 

【双葉町猪苗代出張所設置条例の一部改正】賛成少数⇒否決 

  ・猪苗代出張所の設置期間を７月１５日から８月１５日に延長するため。 

【町長等の給与の特例に関する条例の一部改正】賛成多数⇒可決 

  ・町長の給与７０％、副町長の給与５０％、教育長の給与２０％減額 

【双葉町税条例の一部改正】賛成多数⇒可決 

  ・固定資産税の課税免除等の措置及び個人住民税にかかる特例措置を講じるため。 

【双葉町災害援護特別資金貸付基金条例の一部改正】賛成少数⇒否決 

  ・原資を３００万円増額し３３００万円に 

【
一
般
質
問
】 

 

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
６
月
29
日
に
行
わ
れ
、
７

名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
質
問
の
内
容
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

▼
菅
野
博
紀
議
員 

○
町
政
全
般
に
つ
い
て 

 

・
義
援
金
の
額
と
配
分
委
員
会
に
つ
い
て 

 

・
義
援
金
受
付
を
中
止
し
た
こ
と
に
つ
い
て 

 
 

・
子
供
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て 

 
 

・
今
後
の
子
供
た
ち
の
対
応
に
つ
い
て 

 
 

・
行
方
不
明
者
捜
索
時
の
引
き
上
げ
品
に
つ
い
て 

 
 

・
職
員
採
用
に
つ
い
て 

 

▼
伊
澤
史
朗
議
員 

○
行
政
全
般 

・
県
外
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て 

・
旧
騎
西
高
校
と
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
に
避
難
し
て 

い
る
人
数
に
つ
い
て 

・
役
場
機
能
の
移
転
に
つ
い
て 

・
義
援
金
の
額
と
配
分
に
つ
い
て 

・
義
援
金
の
辞
退
と
撤
回
に
つ
い
て 

・
役
場
機
能
移
転
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て 

・
警
戒
区
域
指
定
前
の
帰
宅
に
つ
い
て 

 

▼
佐
々
木
清
一
議
員 

○
３
・
11
東
日
本
大
地
震
及
び
原
発
事
故
に
対
す
る
今

日
ま
で
の
町
対
応
に
つ
い
て 

○
職
員
採
用 

○
義
援
金
に
つ
い
て 

○
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
に
つ
い
て 

 
▼
岩
本
久
人
議
員 

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
対
策
に
つ
い
て 

 
 

・
義
援
金
の
配
分
に
つ
い
て 

 
 

・
見
舞
金
・
弔
慰
金
に
つ
い
て 

 
 

・
一
時
帰
宅
・
一
時
立
ち
入
り
に
つ
い
て 

 
 

・
仮
設
住
宅
・
民
間
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て 

 
 

・
避
難
生
活
支
援
と
健
康
管
理
に
つ
い
て 

 
 

・
新
規
採
用
職
員
の
内
定
取
り
消
し
に
つ
い
て 

 
 

・
役
場
機
能
移
転
に
つ
い
て 

 

▼
野
村
満
議
員 

○
避
難
生
活
の
実
態
と
町
の
復
旧
、
復
興
に
つ
い
て 

○
役
場
機
能
に
つ
い
て 

○
町
民
の
健
康
管
理
に
つ
い
て 

 

▼
谷
津
田
光
治
議
員 

○
３
・
11
震
災
と
原
発
事
故
の
対
応
対
策
に
つ
い
て 

 
 

・
地
震
直
後
の
町
長
の
対
応
と
、
原
発
事
故
後
の
指

示
、
命
令
に
つ
い
て 

 
 

・
川
俣
町
か
ら
埼
玉
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
、
騎
西
高

校
へ
の
移
動
に
つ
い
て 

 
 

・
避
難
し
て
い
る
町
民
の
対
応
・
対
策
と
居
場
所
の

確
認
に
つ
い
て 

 
 

・
予
算
の
執
行
に
つ
い
て 

 
 

・
法
、
条
例
・
規
則
の
遵
守
に
つ
い
て 

 
 

・
義
援
金
・
支
援
金
の
総
額
と
使
途
に
つ
い
て 

 
 

・
原
発
事
故
後
の
対
応
と
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
、

再
生
計
画
に
つ
い
て 

 
 

・
補
償
と
賠
償
に
つ
い
て 

 

▼
木
幡
敏
郎
議
員 

 

○
町
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に 

 
 

・
避
難
の
経
緯
に
つ
い
て 

 
 

・
仮
設
住
宅
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

 
 

・
各
避
難
所
へ
の
諸
支
援
に
つ
い
て 

 
 

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て 

 
 

・
避
難
所
暮
ら
し
の
中
に
も
楽
し
み
を 


